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事務事業名 学校施設耐震化推進事業
担当
部署

教育委員会　教育総務課

総合計画体系 根拠法令
計画など

学校教育法第5条、地方自治法第180条の8、地方教育
行政の組織及び運営に関する法律第23条1項7号、建築
物の耐震改修の促進に関する法律基本政策(大項目) 2 ずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

政策(中項目) 3 たくましく生きる力を育むまち　なると

事業
期間

開
始

20

安全で安心な教育環境の整備充実

年度
　　　(小項目) 教育行政

施策 1 教育行政の充実 終
期基本事業 7

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

小中学校校舎・体育館等、および幼稚園園舎

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

市立幼稚園、小・中学校施設の耐震化を適切に推進し、安全で安心できる教育環境を
整備する。

事業
計画

29年度に何を
計画していたか

○第一中学校校舎の第3期解体工事、第3期改築工事の実施
○幼稚園舎（６園）の非構造部材の耐震改修設計の実施
○堀江北幼稚園園舎耐震改修工事の実施
○成稔幼稚園リズム室等改築工事の実施

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 単位

年度末における耐震化率［事業対象
施設のうち耐震性が確保された棟数］

96.5
［136］

97.7
[130]

99.2
[132]

100
[133]

%

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

29年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

○第一中学校校舎の第３期解体工事が完了、第３期改築工事に着手
○幼稚園（６園）の非構造部材耐震改修設計が完了
○堀江北幼稚園園舎耐震改修工事に着手
○成稔幼稚園リズム室等改築工事に着手

事業実施手法

指標名 28年度実績 29年度実績 30年度目標 31年度目標 32年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1
耐震性ありと診断された棟および前年
度までに耐震化が完了した棟数

127 129 130 132 棟

－ %

2 年度中に耐震化が完了した棟数 2 1 2 1

－ －

棟

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

年度末における耐震化率［事業対象施設
のうち耐震性が確保された棟数］

96.5
［136］

97.7
［130］

－ －

％

今年度の進捗状況 計画どおり 事業全体の進捗状況 計画どおり
（千円）

目標達成率(実績/目標) 100% －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

繰越予算額 127,804 0 471,400

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成29年度

当初予算額 62,788 0 325,700 0 90,402 478,890

補正予算額 82,168 0 278,500 0 7,729 368,397

671,753

全体予算額 272,760 0 1,075,600 0 170,680 1,519,040

0 502,800 0 103,312

0 72,549

729,293

繰越額 142,756 0 511,300 0 70,968 725,024

決算額 123,181

人件費
正規職員(7,234千円/人) 臨時職員(2,492千円/人) 総人件費 総事業費

0.8 0.0 5,787 735,080

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他
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◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

5,787人件費

【事務事業名：学校施設耐震化推進事業】

事業費推移

年　　度 28年度決算 29年度決算 30年度 31年度 32年度

事業費 538,810 729,293 1,041,000 未定

うち一般財源 86,215 103,312 未定190,506

14,266 5,787 未定

総事業費 553,076 735,080 1,046,787 未定

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 A:有効性があった
園児、児童、生徒の安全を守るため、必要な事業で
ある。

効率性 A:効率的だった
国の交付金を活用し、効率的に事業を実施すること
ができた。

97.7 [130] %

実績 97.7 ［130］ %

評価 A:目標を達成できた

③総合的な評価 A 事業の推進により、園児、児童、生徒の安全・安心
な教育環境の整備を進めることができた。

課題

事業の円滑な進行を図るため、事業に要する経費の精査を行うなど、適切な進行管理を図る。
また、学校施設の長寿命化計画の策定に向けた検討を進める。

②成果に対
する評価

指標名
年度末における耐震化率［事業対象施設
のうち耐震性が確保された棟数］

当初の計画どおりに事業を実施することができた。目標

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3
↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

H30年度

引き続き、第一中学校校舎及び堀江北幼稚園、成稔幼稚園の耐震化を実施しており、平
成30年度には、幼稚園の耐震化が完了する。
小学校10校の校舎及び中学校3校の校舎及び格技場の非構造部材耐震化工事を実施
する。

H31年度

第一中学校の校舎改築工事を引き続き実施するとともに、幼稚園5園の園舎非構造部材
耐震化工事を実施する。


